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（注記）

本資料に記述されております業績見通し等の数値につきましては、現状で判断しうる一定の前提に

基づいております。

今後発生する状況の変化によっては異なる業績結果となることも予想されますので、投資等の判断

材料として全面的に依拠されることは差し控えて頂きますようお願いいたします。

また今後予告なしに予想数字が変更されることがあります。本資料にある情報をいかなる目的で使用

される場合におきましても、各自の判断と責任において使用されるものであり、本資料にある情報の

使用による結果について、弊社は何らの責任を負うものではありませんのでご了承ください。
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